
 

 

 

 

主催：特定非営利活動法人手話教師センター・第 18 回日本手話教育研究大会実行委員会 

共催：関西学院大学 手話言語研究センター（日本財団からの助成金により設置） 
後援：社会福祉法人全国手話研修センター日本手話研究所 
後援：国立民族学博物館日本財団助成手話言語学研究部門 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  
 

 

 

 

第 18 回日本手話教育研究大会 プログラム 【司会：福島健三・中山真理】 

 9：30～10：00 受 付 

10：00～10：10 開会の挨拶 

10：10～11：40 【 基調講演 】 山本雅代氏「手話言語との出会い」  

11：40～12：00 質疑応答 

12：00～13：00 休 憩【※昼食は各自でご用意ください】 

13：00～13：25 【研究発表１】 村越啓子 「続・日本手話語彙/あく・あける/の意味地図」         

13：30～13：55 【研究発表２】 赤堀仁美 「日本手話のしくみ～言語教育としての手話教育～」  

14：00～14：25 【研究発表３】 小林京子 「手話奉仕員養成講座の指導法」 

14：30～14：55 【研究発表４】 木村晴美 「反転授業の要素を取り入れた授業を検証する 

               ～書記日本語から日本手話への翻訳～」 

14：55～15：10 休 憩 

15：10～16：10 【報   告】 ジョセフ・フェザーストーン 

          「効果的かつ効率的なフィードバックを与える方法」 

16：10～16：30 閉会の挨拶・連絡 

基調講演：『手話言語との出会い』山本雅代氏 
 

国際基督教大学 Ph.D.。関西学院大学国際学部／言語コミュニケーション文化研究科教授。 

異文化間教育学会理事、2001 年より国際学術雑誌 International Journal of Bilingual 

Education and Bilingualism（UK）編集委員．2015 年より関西学院大学手話言語研究 

センター長兼務。著書に『バイリンガルはどのようにして言語を習得するのか』 

（明石書店 1996）、『バイリンガリズム入門』（編著、大修館書店 2014）等。 

 

日  時 ：2018 年７月７日（土） 10:00～16:30（受付開始 9:30～） 

会  場 ：関西学院大学 西宮上ケ原キャンパス 中央講堂 ※ 講堂内飲食不可 

参 加 費 ：法人会員・サポーター 2,500 円  一般 3,000 円  学生 2,500 円 
※上記は６月２９日（金）までの事前申込分参加費です。以降は当日扱いとなり各 500 円増となります。 

※NPO 法人手話教師センター法人会員・同サポーター・学生の方はそれぞれ会員証・サポーター証・学生証を受付 

にて提示して下さい。（お振込みを済まされた方でも、提示のない場合は当日扱いとなります。） 

※関西学院大学教職員および学生の方は無料。ただし、事前申込必要。 

 

お申込方法 ：下記 URL または、右 QR コードより、必要事項をご記入のうえ、 

      お申込み下さい。  http://kokucheese.com/event/index/500571/ 

       使用言語  ：午後からの研究発表は日本手話のみとなります。               

※（音声日本語への読み取り通訳はございません。） 

※（関西学院大学教職員および学生の方には情報保障あり）                                    

                                                               

第 18 回 日本手話教育研究大会 

http://kokucheese.com/event/index/500571/
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会場のご案内〒662-850 兵庫県西宮市上ケ原一番町 1-155 関西学院大学 西宮上ケ原キャンパス

【 ★中央講堂（125 周年記念講堂） 】  

※駐車場はありません。公共交通機関等をご利用ください。 
 

■JR をご利用の場合          アクセス 

●大阪駅・三ノ宮駅より：神戸線快速で「西宮」駅下車。

阪急バス（甲東園行き）で「関西学院前」下車（約 15 分）。 

■阪急をご利用の場合 

●梅田駅・三宮駅より：阪急電鉄今津線（宝塚行き）で

「甲東園」または「仁川」駅下車。徒歩約 15 分。 

【地図：阪急「甲東園」駅より】  

 

                             

 

 

 

 

NPO 法人手話教師センター法人会員・日本手話学会会員。 

現在、各手話講習会・手話奉仕員研修、勉強会等手話指導に携わる。第 17 回日本手話教育研

究大会・日本手話学会第 43 回大会にて「日本手話語彙/あく・あける/の意味地図」を発表。 

 

Joseph Featherstone 
ジョセフ・フェザーストーン 

村越 啓子（むらこし けいこ） 

赤堀 仁美（あかほり ひとみ） 

小林 京子（こばやし きょうこ） 
栃木県出身・栃木県立ろう学校卒業。 

2006 年ナチュラル・アプローチ手話教授法講座修了。ソフトバンク手話教室・池袋コミュニ
ティカレッジ手話教室・地域の手話奉仕員養成講座講師、国立障害者リハビリテーションセ
ンター学院手話通訳学科非常勤講師。 

静岡県立沼津ろう学校普通科卒業・玉川大学通信教育課程 
教育学部卒業。NEC ソフトウェアなど一般企業を経て、現在、NPO 法人手話教師センター理
事長。学校法人明晴学園教諭、NHK 手話ニュースキャスター。 

 

 

               アメリカ・ユタ州出身。ろう通訳士。ノースフロリダ大学通

訳教育学修士課程修了。Go React 社勤務。ブリガム・ヤング大学などをはじめ、様々な私立

大学などで手話指導や通訳指導に携わる。アメリカやオーストリア各地で開催された学会や 

ワークショップにおいて、これまで 30 本以上の「フィードバッグの重要性」についての発表

を行っている。 

 

研究発表・報告者のご紹介 

木村 晴美（きむら はるみ） 国立障害者リハビリテーションセンター学院・手話通訳学
科教官。「翻訳 II」「通訳 II」等の実技系のほか、「聴覚障害者の福祉」「聴覚障害者の 社会」
を担当。最近は、ろう通訳者の養成に力を入れ、ろう通訳者と手話通訳者の協働(CO 通訳)の
あり方に関心を寄せている。 


